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ア メ リ カ 教 育 事 情 夜 話

日 比 祐 一

は じ め に ア メ リカ ン ・シ ス テ ム に つ い て

ア メ リカ 合 州(衆)国 は 連 邦 制 度 の 国 家 で あ る 。 連 邦 を 構 成 す る50の 州 は そ れ ぞ れ が 憲

法 を 持 つ 準 主 権 国 家 で あ る。 こ の50州 及 び テ リ ト リー の 上 に 、 連 邦 憲 法 に よ り授 権 さ

れ 、 憲 法 に よ り構 造 及 び 権 限 が決 め られ て い る連 邦 政 府 が 存 在 す る。 しか し、 連 邦 政 府

は 州 政 府 が もつ 一 般 的 統 治 権 を 持 っ て い な い 。1791年 の 憲 法 修 正 第10条 は 「憲 法 が 合

衆 国 政 府 に 委 ね て お らず 、 ま た憲 法 が 州 に 対 して 禁 じて い な い 権 限 は 、 そ れ ぞ れ の 州 及

び 人 民 に よ っ て 留 保 され る も の とす る」 と述 べ て い る。 教 育 に 関 す る 事 項 は 一 切 連 邦 憲

法 に は うた わ れ て い な い 。 した が っ て 米 国 で は 教 育 は 州 の 専 管 行 政 権 限 な の で あ る。 し

か し連 邦 政 府 は 憲 法 に 列 挙 され た 権 限 のみ を有 す る とい う建 前 に もか か わ らず 、 近 年 、

連 邦 最 高 裁 が 連 邦 議 会 の 権 限 を広 く解 釈 す る よ うに な っ て き て 、 州 の行 政 範 囲 が 縮 小 さ

れ て き て い る。 教 育 の 分 野 で も1960年 以 来 、 連 邦 政 府 に よ る 浸 食 が 続 い て お り、 止 む

と こ ろ を 知 ら な い 。 米 国 に は50余 りの 法 体 系 が 併 存 して お り、 あ る 面 で は 連 邦 法 、 州

法 の い ず れ か が 優 先 して 適 用 され 、 ま た あ る面 で は 相 互 補 完 を して い る。 しか し、 連 邦

法 と州 法 が 抵 触 した と き 、 即 ちConflictoflawが お き た 場 合 に は 、 連 邦 法 が 州 法 を

オー バ ー ラ イ ド して 適 用 され る こ と に な っ て い る。 一 国 の 教 育 制 度 は 、 歴 史 や 宗 教 や 文

化 的 な 要 因 に 諸 々 の 政 治 ・経 済 の 要 因 が 絡 み 合 っ て 出 来 上 が っ て い る。 ア メ リカ の 教 育

制 度 も例 外 で は な い 。 しか し、 ア メ リカ の 場 合 は 、連 邦 と州 の 入 り組 ん だ 関 係 を 十 分 に

理 解 しな い と教 育 制 度 も理 解 で き な い 仕 組 み に な っ て い る。 憲 法 的 制 約 か ら、 米 国 で は

連 邦 政 府 に 教 育 省 は あ る が 、 い わ ゆ る文 部 行 政 を 行 う文 部 省 は な い 。 初 等 ・中 等 教 育 の

分 野 に お い て は 、 教 員 免 許 状 の発 行 、 カ リキ ュ ラ ム の 編 成 、 教 科 書 の 選 択 、 各 学 年 の 学

習 達 成 目標 値 の 設 定 、 達 成 率 の 測 定 等 々 の 文 部 行 政 は 各 州 の 文 部 省 の 所 管 行 政 事 項 で あ

る。 州 政 府 の ポ リシ ー の 実 行 は 、 各 市 町 村 に ゆ だ ね られ て い て 、 学 校 区 の 教 育 委 員 会 が

教 育 長 、 教 職 員 を雇 用 して行 っ て い る。 しか ら ば 連 邦 政 府 の 教 育 省 は 、 い か な る 行 政 機

能 を 持 つ 官 庁 な の で あ ろ うか 。 ま ず 教 育 省 は1867年 南 北 戦 争 終 了 直 後 に 連 邦 法 に よ り

"Th
eOfficeofEducation"と して 設 立 され 、 健 康 、 教 育 、 福 祉 省(HEW)の 部 局 と

して 存 続 して き た が 、1980年 に 教 育 省 と して 昇 格 独 立 し、 キ ャ ビネ ッ トレベ ル の 官 庁

とな っ た 。

教 育 省 、 特 に 長 官 に 与 え られ て い る 一 番 大 き な 役 割 は 、 大 統 領 の 教 育 理 念 や 政 策 を 事

あ る ご と に繰 り返 し述 べ 、 人 々 を 説 得 す る こ とに よ り政 治 的 影 響 力 を 築 き 上 げ て ゆ く政

治 行 政 活 動(ジ ョー ・ボ ン ニ ン グ(Jawboning))で あ る。 第 二 は 学 校 区 及 び 州 の 文 部 省
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に対して、身障者法や福祉法に基づき補助金を交付すること、第三は貧困家庭の子女に

対する特別援助や都市部における貧困地区での学校給食扶助、第四は大学生に対する奨

学資金の貸付及び付与、第五は大学の研究者から提出されてくる研究プロジェクトの選

定及び研究費の査定と配付、第六は全米教育統計の収集・作成である。

 連邦政府の権限は前にも述べたとおり、憲法列挙の権限に限られるが、それは幾多の

憲法解釈の変遷を経て今や建前諭となりつつあり、教育の分野においても連邦議会が広

く権限を行使するようになってきている。

 現在、ブッシュ政権が連邦議会に提出し、下院を通過した教育改革法案には、この傾

向が顕著にみられ、法案が成立すれば、州政府の教育権限に連邦政府が実質的に介入し

ていくことになる。その改革法案の骨子は次のとおりである。

（1）州政府に3R（読み、書き、そろばん）に関し、小学3年から中学2年まで（3～8年生）の

学業達成目標の設定を義務づける。（2）毎年アチーブメントテストを行う。（3）1年後に

目標を達成できない学校、学級の児童・生徒には、他の学校への転校の自由を認める。

その場合、通学費用は学校負担とする。また、教員を徹底的に再教育する。（4）2年後

にも目標値を達成できない場合は、連邦政府の補助金で、外部から補習のための教師を

雇い、特別強化学習を行う。（5）3年後にも目標値を達成できなければ教員の入れ替え

を行うか、Charter Schoo1（教員・校長を外部の教育会社から雇い、公費で授業を行う

公立学校）にしてしまう。または、私立学校にしてしまうか、州政府直営校にすること

もできる。

 上院にも、ほぼ同じような内容の法案が提出されているので、年末までには立法手続

きが完了し、2002年初めには大統領が署名するものと予想される。1999～2000年会計

年度の米国の総教育費用は、公立、私立の合計で6，470億ドルであった。そのうち、小

中教育には60％、高等教育には40％が支出されたと推定されている。ちなみに、6，470

億ドルは1999～2000年度の米国のGDPの約7％に相当する金額であった。

初等中等教育

 米国では独立前の植民地時代から植民地政府が親に子弟を教育することを義務づける

法律を制定していたが、未だ公費で公立学校を建設するところまではいたっていなかっ

た。独立後1827年に、マサチューセッツ州が初めて義務教育法を立法した。これにペ

ンシルバニヤ州（1834）、ニューヨーク州（1867）、コネチカット州が続き、さらに中西部

の諸州へと広がってゆき、一般市民の子弟を対象とする初等中等教育（以下、初中教育

と略記）がマスプロ方式により行われ始めた（以後、大量生産メカニズムによる一律教

育と、子ども一人ひとりが必要とする個別教育とをいかに妥協．調和させるかで、教育者

は努力してきている。．けだし、この2つの命題は相互に矛盾対立する二律背反の性格の

ものであり、両立しえないものだからである）。現在、50州のうち5州が18歳まで、ま

たは高等学校卒業まで、5州が17歳まで、そして残りの40州が16歳までを州法により義
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務教育としている（ただし、幼稚園も義務教育としている州がほとんどである）。しか

し連邦教育省のJawboningにより、高等学校卒業までを事実上、義務教育と見なして

いて、州政府連邦政府ともあらゆる努力を払って高等学校を卒業させようとする。前述

のごとく50州はそれぞれが文部省を持ち、連邦政府から財政援助は仰ぐものの、州単

位で文部行政を行っている。このように教育制度は、12年の年限枠内で、各州、各学

校区ごとに少しずつ異なる特徴があり、多様である。

学校区と教育委員会、教育長

 一般的には、学校区が自治体を単位としてできており、学区には教育委員会が設置さ

れていて、委員会は選挙により選ばれた委員により構成されている。教育委員会は課税

権限（教育税は一般的に不動産税の一部分である）と予算承認権を持ち、3～5年の短期契

約で教育長を雇用し、人事権を与え、学校システムの管理運営責任を預託している。株

主が総会で取締役を選任し、取締役会がCEO（執行最高責任者、社長）を選出して会社

経営を委任するのと同じように、教育委員会により任命された教育長はCEOであり、

強い権限と独立性を持ちながら、州政府が選定した教科書から使用テキストを決め、学

年ごとに設定されている学業達成目標値を達成すべく、校長・教職員を雇用して、子ど

もの発達段階に応じ、順序だって編成した計画を執行する。

初中教育制度

 附表のダイヤグラム“The Structure ofEducation inThe United States’’に図示し

たように、米国にはK～12の枠内で、いろいろな制度がある。どの制度を選択するか

は、教育委員会及び教育長が決めるが、教育効果よりは、学童数の増減、あるいは利用

できる校舎の都合によって決められることが多いと聞く。

チャーターズクールの出現

 近年、公教育の荒廃が主として教職員の質の低下や怠慢に原因があるという認識が高

まり、1995年の連邦初中教育法の改訂の際にCharter Schoo1の設立を許可することに

した。Charter Schoo1とは、学区の教育委員会、またはチャータ㎞スクール教育委員

会から設立認可（Charter）を受け、監督される公私合作の学校のことである。校舎には

廃校になった校舎を使ったり、貸ビルを使うこともあるが、教職員は教育委員会と契約

した団体（Edison Schoo1s，Inc．というような営利金杜も請負団体のひとつの形態である）

が派遣する。カリキュラム、教材は独自に決定できるが、契約した目標値は達成しなけ

ればならない。チャーターズクールは、一般的に規律が厳しく、人格教育にも重点をお

いている。教育委員会は契約団体に対して直接金銭の支払いはしない。財務的には教育

委員会が1人当たりの教育費相当額を査定して金券を生徒に支給し、生徒が学校へ金券

を提出するという仕組みになっている。この方式は、大都市の中心部の最も公教育シス

テムが腐敗している地域にも多く見られるようになってきている。
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バウチャー・システム（Vouc車erSystem）

 Charter方式に類似している制度にバウチャー・システムという金券システムもある。

VoucherSystemにおいては、公立、私立を間わず、親は子どもをどんな学校へでも金

券をつけて入学させることができる。この方式を実施すると、公立校から私立校へ成績

のよい子どもが流れてしまい、公立校に残るのは親が教育に無関心で’ A出来の悪い子ど

もだけになってしまうという理由から、教員組合が強く反対している。一しかし成績の悪

い公立校で生徒数が減れば、教員のレイオフ・解雇、そして最終的には学校閉鎖に至っ

てしまうことを回避するというのが本当の理由である。

ホーム・スクーリング（Home Schoo1ing）

 また、近年急速に広がりつつある初中教育方式にホーム・スクーリングがある。広い

国なので遠隔地に居住していて学校へ子弟が通学できない家族がいまだに広く散在して

いる。教員の質の低下、伝統的家族制度の崩壊、人種間題等々いくつもの要因が相乗し

て発生している公教育の廃頽は、早急には修復不可能と判断してホーム・スクーリング

（Home Schoo1ing）を選ぶ親達が急速に増え続けており、現在、米国では約250万人の子

どもが家庭で教育を受けているといわれている。ホーム・スクーリングの協会が各地に

設立され、親達の問のネット・ワーキングも盛になり、よい教材も開発されてきている。

実験学習が不可欠な理科系の科目の場合、学校のクラスに参加することができるように

Iアレンジをしている学校区も多い。ホーム・スクーリングにおいては、大体大学院教育

を受けた高いインテリジェンスを持った母親が文字通り親身で子どもを教育するので、

公立学校でマスプロ方式により授業を受ける子ども達に比べて、成績が格段と良いのは

当然のことである。また、ホーム・スクーリングで教育を受けた子どもの方が一般的に

SATのスコアもはるかに高いし、また昨年度と今年度のスペリング・ビー・コンテス

ト（SpeI1ing Bee Contest）で優勝したのは、2年続いてホーム・スクーリングを受けてい

るデーン・エイジャーであった。ちなみに、発明王トーマス・エジソンや第32代大統

領フランクリンD．ルーズヴェルトもホーム・スクーリングを受けていた。米国の連

邦最高裁は1972年のWisconsinvs．Yoderの判決において、子どもの教育は、基本的に

親ρ権限であり責任であるという考えのもとに、16歳までを義務教育年齢としている

ウィスコンシン州法に対し、農耕教育を重視し、12歳以上の学校教育は人格形成に悪

影響を及ぼすので不要であると主張して争ったアミシュ族に属する親の言い分を認めた。

親が公序良俗に反せずに、確乎たる信念と哲学を持っていれば、本来持’っている権限を

行使できると判定したもので、ホーム・スクーリングの考えと一脈相通ずる共通点が見

いだせる。

トラッキング・システム（TrackingSystem、能力別G土。up編成）

1960年代半ばまで、小学校低学年でもクラスを能力別に編成する学校区が多かった。
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しかし、公民権運動が激しかった1960年代後半になると、少数民族（黒人）からの反

対で、能力別編成は姿を消した。しかし、現在でも成績の良い子ども達が同じ教室で勉

強しながら、他の子どもより進んだテキストブックを使っている風景をよく見かける。

低学年クラスでは助教師が必ず一人はいるので、このような事も可能なのである。小学

校の低学年でもグレイド・レベルの学習を満足に修了しないと上のレベルヘ進級させず

に落第させる学区が多い。また、32の州においては、天才児童を発見したときの取り

扱いや、秀才児童の特別教育プログラムを州法で決めている。中学校の初期になると生

徒間の学力差がはっきりしはじめ、選択科目が多くなるにつれて、事実上クラスが能力

別編成となってしまう。中学校2年の終わりから3年の始めにかけて、科目別であるが、

高等学校3年までの教科を終えてしまう生徒がかなりいて、そのような生徒には科目ご

とにAPコースが用意されている。APとはAdvancedP1acementの省略で、高校在学

中の学生に対し大学レベルの授業をするクラスのことをいう。米国の高校では州によっ

て異なるが、教師のO．3～1．5％がPh．D．（博士号）の所有者であり、そのような有資格教

員がAPコースを担当している。APコースを修了した生徒は、科目ごとに行われる全

米統一テストを受け、4ないし5（1～5で、5が最高点）をとれば、科目ごとに、入学し

た大学において、1年生の単位として認定し．てもらえるのである。2000年には約120万

件のテストが20科目に関して行われた。テストの件数は毎年増加し続けている。APで

単位を多く取得すれば、学生はダブル・メージャー（Doub1e Major）で学部での専攻を2

つにしたり（例えば、数学と経済学、生物と化学）、また、1年早く学部を卒業して大学

院へ進学することもできる。ところで、大学での1単位は授業料から逆算すると、州立

で＄300、私立で＄3，000に相当するといわれている。大学受験準備雑誌を出版してい

るKAPLAN杜の統計によると、全米でAPコースを提供している高校数は約13，000で、

さらに約6，000校がオンラインでAPコースにアクセスを持っているとのことである。

Pub1ic E1ite High SchooI

 公立の小中学校に関する記述を終える前に、公立のエリート高校に関して述べておか

ねぱならない。英語では、“Se1ective High Schoo1’’といわれるエリート学校が各地に

存在し、厳しい選抜入学試験により生徒を集めて教育している。例えば、ニューヨーク

市にはウェスチングハウス科学賞を受賞する生徒を毎年数名出しているScience High

Schoo1と称される学校が3校あるし、またヴァージニア州の北部にも4学校区から優秀

な生徒を集めているThomasJeffersonHighSchoo1がある（日本からは総理大臣を始め

多数の参観者が来ている）。

私立学校（Private Schoo1）

 全米には、Parochia1SchooIといわれるカトリックの教区に属する学校が約8，500校、

他の宗派に属する学校が約12，O00校、そしてどの宗派にも属さないNonsectarianと称
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せられる学校が約5，600校ある。これらの私立学校で学ぶ児童・生徒数は総計で約500

万人である（公立校の児童・生徒数の総計は約4，OOO万人であるから、私立校の生徒は全

体の11％である）。Nonsectarian校の中には、大学入学のための準備を専門とする伝

統的な有名校（PreparatorySchoo1と称せられる）が各地にある。これらの学校は、

学業のみならず厳格な人格教育も行っており、裕福な家庭の子女が多い。ちなみに、

2000年の大統領選挙に出馬した、民主・共和両党の候補とも、Preparatory SchooIの

出身者であった。

大学進学テスト

 米国では大学各校ごとの入学試験はないが、大学進学希望者は次のような全米統一テ

ストを受けなければならない。テストの結果はテスト会社（Couege Board）から、本

人と希望校へ通知される仕組みになっている。まず、大学入学後の学習能力適性をみる

ためのテストが2つある。一つはSATI（Scho1astic Aptitude Test One）でエス・エ

イ・ティ・ワンと読む。もう一つはACT（AmericanCo11egeTesting）でエイ・シー・

ティと呼んでいる。

 10年～15年前までは、大学進学希望者はSATまたはACTのいづれかを受験すれば

よかった。しかし近年SAT，ACTの双方を入学審査に使う大学が増えてきたため、両テ

ストを受験する生徒が多くなってきている。SATI，ACTは内容的に大きく相異してお

り、単純に比較はできない。SATIはVerba1（英語）とMath（数学）で、Verba1のテ

ストには文法は含ま」れない。またMathのテストからは三角関数が除外されているし、

物理・化学・生物の問題もはいっていないのが特徴である。これに対して、ACTのテ

ストでは、数学（Math）に三角関数が含まれており、物理・化学に関する問題もある。

ACTでは英文法が重要視され下いるが、Voca与u1ary（語彙）はさほど重視されていな

い。15年程前まではSATが太平洋岸・大西洋岸地域の大学で、またACTは中部・中西

部の大学で入学審査に使われていたが、現在では両者とも全米に広がっている。高校生

は2年の半ばから3年の始めにかけてこれらのテストを受けるが、複数回受験してもよ

く（平均3～4回受ける）、一番よい得点が希望校へ通知される。SATIテストでは、

Verba1（英語）、Math（数学）ともに800点満点である。大学入試関係雑誌杜の最大手

Baron’s杜はこのSATIの点数により、米国及びカナダの大学あ入学難易度を次の5段階

に分けている。1）MostCompetitive，655～800、合計点で1，310～1，600，ACTでは29

点以上、2）High1y Competitive，620～654、合計点で1，240～1，308，ACTでは27また

は28点、3）Very Competitive，573～619、合計点で1，146～1，234，ACTでは24～26

点、4）Competitive，500～572、合計点で1，OOO～1，144，ACTで21～23点（中部大学

の提携校であるオハイオ大学、ロングウッド大学、ウエストヴァージニア大学はこのカ

テゴリー（4）に属している）、5）Less Competitive，500以下、合計点で1，000以下、

ACTでは21点以下、そしてこの他に6）Specia1、デザイン・スクール、美術学校等の力
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テゴリーもある。

 上記のような雑誌杜の格付けに加え、毎年、各校が入学者のSATIの平均点を公表す

るので、SATIのスコアにより出願校がおのずから決まってしまう。かように、SATI

あるいはACTは入学審査において最も重要視される要素のひとつとなっている。高校

の学業成績が優秀でもSATIの得点数が劣ると、勉強をしすぎているとか、オーバー

ヒートではないかと疑われて、致命的ではないにしても、不利な取り扱いをされがちで

ある。逆に学校の成績がよくなくとも、SATIのスコアが高ければ、高校の先生が悪

かったのか、または本人が怠惰であったと判断されるのであるが、大学へ入学してから

のポテンシャルは高いと考えられて、優遇される傾向にある。

 SAT I及びACTが適性検査であるのに対して、SATnはアチーブメント・テストであ

る。米国にはハイスクールが約30，000枝もあり、学業評価の方法に大きな差異がある。

ある高校のAは他の高校のCであるかもしれない。したがって大学のアドミッション・

オフィサーは内申書の成績に頼ることはできない。SAT■のテスト科目は高校のほぼ全

授業科目を網羅している。外国語のテストには、日本語や韓国語さえもあるほどである。

テスト結果は、SATIと同じく本人と希望校へ通知される。

PSAT／NMSQT（Pre1imi皿ary scho1astic Assessment Test／Nationa1Merit

         Scho1arsbip Qua1ifying Test）

 PSATはSATの練習テストであるとともに全米優秀学生選定テストでもある。PSAT

テストは中学校の1年生または2年生で受けることができるもので、その結果は本人と

中学校へ報告されるだけである。テスト・スコアの上位50，OOO名がNationa1Merit

Scho1arの候補者として選ばれ、さらにテストや審査が行われて、毎年25，000名が

Nationa1Merit Scho1arとして選ばれ、賞状が授与される。最終的にはこの25，OOO名

の中から8，500名が選考されScho1arshipが贈与される。MeritScho1arのCandidate，

MerヰtScho1ar，MeritScho1arFina1istとして表彰を受けることは、大変名誉なことで

あり、当然大学入学願書にも記載されるので、一流大学の入学審査でも好材料として扱

われる。米国の高校生は、上記のごときテストを受けて大学入学出願の準備をするのだ

が、日本と異なり米国では、天才は別として、テスト・スコアが良くても、それだけで

は一流私立大学へ入学できない。テスト・スコアだけで入学者を決定すれば、米国の一

流私立大学はユダヤ人とアジア人学生が大勢を占めてしまうといわれている。米国の一

流私立大学のアドミッション・ポリシーには、できる限り多様な人物を集めて新入生ク

ラスを編成した方がより効果的な教育環境をつくることができるという考えがあり、出

願者のスポーツや特技、読書内容の広さ、趣味、リーダーシップ、人種、親の職業や社

会的地位等々を考慮して候補者を決定する。さらに、出願者の居住地区にいる卒業生が

インターヴユーを行い、入学者を最終決定する。また、入学志願者の親が卒業生であっ

たり、多額の寄付をしている場合は、特別な配慮がなされるのが普通である。
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高等教育

 米国には植民地時代からすでに大学が9校、大西洋岸の東北部に存在していた。独立

後は南北戦争が始まるまでの問に、南部諸州及び中西部諸州で次々と州立大学が設立さ

れていった。また、この時期には、中西部へ人口移動が起こり、これに追随してキリス

ト教諸派が各地にカレッジを創設していった。1862年に連邦政府はMori11Actを立法

．して、中西部、西部、南部の新開地における農業振興を目的として、農業機械工学、農

業技術を教えることを条件にして、各州に大学を設立することを奨励した。連邦政府の

保有地を州政府に無償で割譲し、州政府はその土地を売却して得た収入を資金にして大

学を建設したのである。

 かようにして設立された大学をLand・Grant Co11egeといい、全米に約70校ある。ち

なみに、マサチューセッツ工科大学や、コーネル大学の農学部もLand・Grant Co11ege

である。また、18世紀の後半には鉄道やオイルで財をなした大富豪が競って大学を建

て、富の社会還元をした。なかでも、Johns Hopkins大学とChicago大学は、今日に

至るまで大学院教育（職業教育を含む）のみならず、学部教育のカリキュラムにも大きな

影響を及ぼし続けている。

 米国の大学は連邦政府から研究費を受け取る金額により、R I，R■，Doctora1と

上位校が分類されている。R I大学は年間の連邦政府研究補助金の受取額が4，000万ド

ル以上、R I大学は1，550万ドル～4，000万ドルとなっている。1996年度統計では第1

位はCa1techとして、Johns Hopkins大学が当初学部を持たない大学院大学として設立さ

れた。Johns Hopkins大学院大学は大成功であった。さらにChicago大学が同じ主旨で設

立され、同じく大きな成功を収め名声を博するようになった。Chicago，Johns Hopkins

の成功がきっかけとなり、Ya1e，Harvard，CoIumbia，Michigan，Mimesota，

Ca1ifomiaがこのあとを追い、競って大学院をの12億2，200万ドルである。Ca1techはカ

リフォルニヤのパサデナ市にあるNASAのJetPropu1sionLab．の運営を委託されてい

るので、受取額が突出して大きい。第2位はJohnsHopkinsで8億2，O00万ドル、第3位

はUniversityofChicagoの7億ドルである。第4位がMITの6億1，OOO万ドル、第5位

がStanford大学の4億6，200万ドノレで、Harvard大学は15位で2億6，OOO万ドルであっ

た。

 植民地時代の大学はほとんどが英国の大学であった。聖職者と洗練された教養人

（Gent1eman・SchoIar）の育成が大学の主な使命であった。しかし、19世紀になると、新

発明、新発見が相つぎ、科学技術が開発され、米国にも産業革命が起こり、高度の知識

と技術を身につけた専門家を社会が必要とするようになった。しかし当時の米国の大学

には、そのような専門家を養成する能力はなく、多くの米国人がドイツヘ留学し、専門

教育を受けて帰ってきた。この社会的二一ズを満たすべく、教育と研究の双方を重視す

るドイツの大学をモデルとして、JohnsHopkins大学が当初学部を持たない、大学院大学
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として設立された。JohnsHopkins大学院大学は大成功であった。さらにChicago大学が

同じ主旨で設立され、同じく大きな成功を収め名声を博するようになった。Chicago，

JohnsHopkinsの成功がきっかけとなり、Ya1e，Harv虹d，Co1umbia，Michigan，

Minnesota，Ca1ifomiaがこのあとを追い、競って大学院を設置していった。これらの後

続校は人文科学学部を中核にもつCo11egeで、いずれも学問的には堅固なインフラスト

ラクチャーを既に持っていたため、設置された大学院は即座に成功を収めていっ走。

Johns Hopkins大学は10数年後、大学院への優秀な学生の供給源として、学部が必要

であることを認めてこれを設置し、独特な方法で学生を教育した。Chicago大学は米国

で今最も峻厳な学問的雰囲気をもつ大学として畏敬されている。学問的に一頭地を抜い

ていることを実証する事実として、創立以来100年の問にChicago大学はノーベル賞受

賞者を62名輩出している。英国のCo11egeの伝統を受け継いだAmericanCo11egeのア

カデミック・インフラストラクチャーの上に、研究を重視するドイツのGraduate

Schoo1のシステムが据えつけられたユニークなアメリカの大学の組織は、19世紀の後

半に出来上がったのである。この両者の有機的な結合が、さらに自由で豊かな社会環境

の中で発展して、アメリカの大学は現在世界で最も高い学問水準に達した。20世紀の

後半にはアメリカの高等教育には、さらに大きな変化がみられた。まず第二次大戦後の

おびただしい数の帰還兵への無償高等教育（G．I．Bi11）や1970年代に起こったベビー

・フーマーに対する団塊教育を成功裡にこなした。現在は、熾烈な経済競争の結果、間

断なしに排出されてくる失業者に対する職業訓練や技術革新に追従して行くための技術

再訓練等々の社会的二一ズを満たしている。

 現在、米国には学位を交付する4年制大学が2，343校（内訳は公立613校、私立1，730

校）、2年制大学が1，727校（公立1，075校、私立652校）、合計4，070校ある。ここで注目

すべきことは大学績数の実に42．4％がCommunity Co11egeと称せられている2年制大

学であることである。Community Co11egeは一校でいくつものCampusをもっている

のが一般的なので一、Campus数は4年制大学のそれをはるかに凌駕している。

Community Co11egeにはアカデミックコースと職業コースがあるが、近年4年制大学、

特に私立大学の学費が高騰し続けているので、学費を節約するために、自宅から通学で

き、授業料が安いCommunity Co11egeで2年間勉強し、Associate degreeを取得した

のち、4年制大学の3年へ編入して行く学生が急増している。実際に、カリフォルニア

州立の4年制大学の3・4年生の50％以上がこの経路をたどって就学している。また、

Community Co11egeの職業教育は設備・教材とも充実しており、連邦労働省の主催す

る職業訓練プログラム‘‘Apprentice Program’’とも関連をもち、あらゆる職種を網羅

している。

 米国大学の1998年の就学学生数は、4年制大学7，479，453人（内訳は公立4，877，967、

私立2，601，486）、2年制大学3，245，915人（内訳は公立3，025，536、私立220，379）であ
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った。また、1990年の統計によると、20～24才の年齢層で大学に就学しているものの

比率は74．5％で、日本（30．7％）の2倍以上であった。この数値からも明らかのように、

2年制大学は1990年代の米国経済の持続的発展において、大きな牽引力となった。20世

紀後半がCommunity Co11egeの時代と呼ばれるゆえんである。

 米国の高等教育に関しては書かなければならぬことが未だ山々あるが、紙幅に限りが

’あるので、後ろ髪を引かれる思いで筆をおかねばならない。しかし本年末で中部大学米

国事務所を去るに当たり、もう一度高等教育、高等専門教育において、いかにリベラ

ル・アーツ・アンド・サイユンシズが重要であるかをアピールしておきたい。

 動物の中で、人類のみが言語文字を持つが故に、思想や知識を伝承する能力を持って

いる。人問以外の動物は、この能力を持たないので、必ず親が出発したところから子ど

もは出発する。人間は、知識思想を相続するので、親が終わるところから出発できるの

である。人間は太古から先祖から継承したこの知識と思想を使い、常に自然を支配する

とともに自己を支配しょうと努力してきた。しかし不幸にして、いままで自然環境支配

と自己支配が均衡のとれた形で進行したことはなかった。現代社会の問題は、自然環境

支配（例えば、自動車を走らせたり、飛行機を飛ばして、空間と時間を征服しようとす

るようなこと）が大きく先行してしまい、自己支配統制との間に大きな溝ができてし

まったところから発生している。この両者間に発生したギャップを縮め、バランスのと

れた安定した生活環境社会を造って行くためには、リベラル・アーツ・アンド・サイユ

ンシズの強化以外に方法はない。リベラル・アーツとは宗教思想も含むグラシックスで

ある。グラシックスのなかには、時代の試練を経て、受け継がれてきた人文科学の古典

知識のみならず、現代の主要人文科学の知識が包括される。

 この膨大な古典知識からエッセンシャルな知識思想を抽出してカリキュラムを作成す

るという重大責務が教育者に課せられている。初中教育から高等教育までの勉学過程に

おいて、習得したクラシック知識を青少年は個人別に頭脳内でユニークに体系づけてい

き、それを新しい知識思想を創出していくために必要な、「知識・思想の系統的構造」

として持つようになる。この系統的構造をフレイム・オブ・リファレンス（Frame of

reference）という。人間の知能はこのフレイム・オブ・リファレンスを土台として、

弁証法的に発展するものである。したがって、このフレイム・オブ・リファレンスが豊

富であればあるほど、また妥当であればあるほど、新しい知識・思想を創造する力が強

くなる。米国では1960年代に反体制運動やベトナム反戦運動が広まり、今世紀の初頭

から進行しつつあった倫理・道徳観の相対化が一層進んだ。大学もこの相対主義

（Mora1re1ativism）の進行の影響を受けた。そして、それがカリキュラムにも反映さ

れて、履修学科が多様化し、科目の選択の自由が広がった。この結果、従来からの伝統

的なリベラル・アーツ＆サイェンシズの科目を避け、当時の流行語で、re1eVant（時代

に則した）と言われた“WeaVing（織物）”とか“インディアン陶磁器”というような
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新科目で必要単位を取り、卒業していく学生が多くみられるようになった。このような

傾向に対して、大学の理念・使命は、道徳倫理をわきまえ、総合的判断力と批判的思考

力に富む教養人を養成することであるという、伝統的な考えを持った人々から批判が高

まり、1970年の半ばから、カリキュラム改定・再編成がハーバード大学から始まった。

ハーバード大学では、ヘンリー・ロソフスキー教授（Henry Rosovsky）が、イエール大

学からの学長就任依頼も断って、今世紀始まって以来の最も重要なコア・カリキュラム

の大改革に取り組んだ。ロソフスキー教授がコア・カリキュラムを再編成するに当たり、

作業の基礎にした「教養人の定義」は、第一に英語の読み書きの能力が充分にあること、

第二に批判的認識力を身につけていることである。この批判的認識力は、自然科学の分

野では数学と実験により、社会科学においては数量方式と歴史的考察により、また人文

科学においては伝統的思想の本質的研究により滴養されていくものであるとしている。

そして、第三に、倫理道徳規範をわきまえて行動する人間であること、と定義している。

彼の作った新カリキュラムは各界から大きな賛成と支持を受けて、他の私立大学、公立

大学、軍官学校がモデルとして取り上げ、全米へ拡がっていった。

 今、日本の産業界では創造的才能の開発が、また教育界では創造的人材の育成が盛ん

に叫ばれている。しかし、ほとんどの議論がいまだに正鵠を得ていない。日本の教育学

者、教育者、政治家、行政官、財界人の問に、リベラル・アーツ＆サイユンシズの教育

と、人問知能の創造性との間に介在する複合的因果関係を充分に理解している人達が極

めて少ないからである。国際競争の激化に直面して、日本においても大学院段階での学

問教育・研究や職業訓練の重要性への認識が深まりつつある反面、学部のカリキュラム

からはさらに人文科学の科目が排除されつつあると聞く。学部段階でカリキュラムの自

由化が進むと知的に未熟なティーン・工一ジャーの学生に幅広く科、目の選択権を与えて

しまうことになり、アメリカの大学が1970年代後半にカリキュラムの改訂により是正

して歩きはじめた方向とは全く逆の方向へ歩くことになってしまう。今一度見直す必要

があるのではなかろうか。

 最後に、日本はマックス・ウェーバーによればr基軸宗教を待たない非軸文明社会」

である。神道や仏教はあるものの、道徳規範が深く宗教に根ざしていないモラル・リラ

ティヴイズムの社会なのである。このような社会においては、リベラル・アーツ、就中、

日本の古典、漢籍、漢学、東西の哲学の教育を通じ、辛うじて、相対的であろうとも道

徳律を維持していくことができるのである。このことに思い及ぶとき、今一度リベラ

ル・アーツの重要性を再認識する必要を強く感じるのである。

 ※本稿で使用した統計数字及びダイヤグラムは教育省広報部のブラッドショー氏に

 いただいたものである。

                            （アメリカ駐在事務所長）
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